
皇
紀
二
千
六
百
七
十
八
年
二
月
十
一
日
（
紀
元
節
）

学
校
と
儀
式
と
君
が
代
と
～
紀
元
節
を
有
意
義
に
す
ご
す
た
め
に
～
【
史
料
集
】

福
岡
県
教
育
総
合
研
究
所
所
長

西
南
女
学
院
大
学
教
授

新
谷

恭
明

【
史
料
一
】

【
史
料
二
】

第
二
十
三

君
が
代

一

君
が
代
は

ち
よ
に
や
ち
よ
に

さ
ゞ
れ
い
し
の
巌
と
な
り
て

こ
け
の
む
す
ま
で

う
ご
き
な
く

常
磐
か
き
は
に

か
ぎ
り
も
あ
ら
じ

二

き
み
が
よ
は

千
尋
の
底
の

さ
ゞ
れ
い
し
の

鵜
の
ゐ
る
磯
と

あ
ら
は
る
る
ま
で

か
ぎ
り
な
き

み
よ
の
栄
を

ほ
ぎ
た
て
ま
つ
る

キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ

作
「
御
真
影
」

で
～
す

お
っ
、

ち
が
う



【
史
料
三
】

第
二
十

蛍

一

ほ
た
る
の
ひ
か
り

ま
ど
の
ゆ
き

訂
正
前
の
「
蛍
」
の
三
番
の
歌
詞

書
よ
む
つ
き
日

か
さ
ね
つ
つ

つ
く
し
の
き
は
み

み
ち
の
お
く

ふ
みい

つ
し
か
年
も

す
ぎ
の
と
を

わ
か
る
ゝ
み
ち
は

か
は
る
と
も

あ
け
て
ぞ
け
さ
は

わ
か
れ
ゆ
く

か
は
ら
ぬ
こ
こ
ろ

ゆ
き
か
よ
ひ

二

と
ま
る
も
ゆ
く
も

か
ぎ
り
と
て

ひ
と
つ
に
つ
く
せ

く
に
の
た
め

か
た
み
に
お
も
ふ

ち
よ
ろ
づ
の

九
州
か
ら
東
北
ま
で
分
か
れ
る
道
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、

こ
ゝ
ろ
の
は
し
を

ひ
と
こ
と
に

変
わ
ら
ぬ
心
が
行
き
通
い
、
一
つ
に
尽
く
せ
、
国
の
た
め

さ
き
く
と
ば
か
り

う
た
ふ
な
り

三

つ
く
し
の
き
は
み

み
ち
の
お
く

う
み
や
ま
と
ほ
く

へ
だ
つ
と
も

そ
の
ま
ご
こ
ゝ
ろ
は

へ
だ
て
な
く

ひ
と
つ
に
つ
く
せ

く
に
の
た
め

四

千
島
の
お
く
も

お
き
な
は
も

や
し
ま
の
う
ち
の

ま
も
り
な
り

い
た
ら
ん
く
に
に

い
さ
を
し
く

つ
と
め
よ
わ
が
せ

つ
つ
が
な
く

【
史
料
四
】
君
が
代
が
変
わ
る

こ
れ
だ
、

林
広
守
作
曲

歌
詞
を
書
き
直
す
間
に

国
歌
を
つ
く
っ
ち
ゃ
お

う
。
国
歌
は
文
部
省
が

つ
く
ら
な
き
ゃ
。



【
史
料
五
】

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語

朕
惟
フ
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
國
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
德
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
我
カ
臣
民
克
ク
忠
ニ
克
ク
孝

ニ
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
世
世
厥
ノ
美
ヲ
濟
セ
ル
ハ
此
レ
我
カ
國
體
ノ
精
華
ニ
シ
テ
教
育
ノ
淵
源
亦
實
ニ
此
ニ
存

ス
爾
臣
民
父
母
ニ
孝
ニ
兄
弟
ニ
友
ニ
夫
婦
相
和
シ
朋
友
相
信
シ
恭
儉
己
レ
ヲ
持
シ
博
愛
衆
ニ
及
ホ
シ
學
ヲ
修

メ
業
ヲ
習
ヒ
以
テ
智
能
ヲ
啓
發
シ
德
器
ヲ
成
就
シ
進
テ
公
益
ヲ
廣
メ
世
務
ヲ
開
キ
常
ニ
國
憲
ヲ
重
シ
國
法
ニ

遵
ヒ
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
是
ノ
如
キ
ハ
獨
リ
朕
カ
忠
良
ノ

臣
民
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顯
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
斯
ノ
道
ハ
實
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓

ニ
シ
テ
子
孫
臣
民
ノ
倶
ニ
遵
守
ス
ヘ
キ
所
之
ヲ
古
今
ニ
通
シ
テ
謬
ラ
ス
之
ヲ
中
外
ニ
施
シ
テ
悖
ラ
ス
朕
爾
臣
民

ト
倶
ニ
拳
々
服
膺
シ
テ
咸
其
德
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾
フ

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日

御
名
御
璽

〈
朕
（
天
皇
で
あ
る
私
）
が
考
え
る
に
、
私
と
私
の
子
で
あ
る
臣
民
の
ご
先
祖
様
が
こ
の
国
を
造
っ
た
の
は
天
照
大

神
以
来
の
神
話
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
代
々
の
天
皇
は
国
民
に
深
く
厚
く
徳
を
植
え
付
け
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
天
皇
で
あ
る
私
の
臣
下
で
あ
る
臣
民
は
親
に
孝
行
を
す
る
よ
う
に
私
に
忠
を
尽
く
し
な
さ
い
。
日
本
は
世

界
に
類
例
の
な
い
素
晴
ら
し
い
国
だ
。
だ
か
ら
、
天
皇
の
臣
下
で
あ
る
臣
民
は
い
つ
の
時
代
も
忠
孝
の
道
を
実
践
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
歴
史
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
教
育
の
原
点
な
の
で
あ
る
。
お
ま
え
た
ち
、
私
の
臣
下
で
あ
る

臣
民
よ
、
親
の
恩
に
対
し
て
孝
行
で
報
い
る
こ
と
、
兄
弟
は
長
幼
の
序
の
元
に
仲
良
く
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
に
家

族
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
国
家
・
国
力
の
基
本
と
な
る
。
殊
に
夫
婦
が
家
を
作
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
国
家
の

大
本
に
な
る
の
で
、
そ
の
関
係
は
最
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
親
し
い
友
と
の
間
に
は
信
義
が
必
要
で
あ
る
。
謙
虚
で

あ
り
、
質
素
で
あ
る
こ
と
、
自
分
を
捨
て
て
他
人
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家

の
あ
り
方
に
も
通
ず
る
。
学
問
を
学
び
仕
事
を
身
に
つ
け
自
分
の
能
力
を
高
め
、
徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
一
家
の

た
め
国
家
の
た
め
に
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
自
分
の
た
め
に
で
は
な
く
国
家
、
社
会
の
利
益
を
考
え
よ
う
。
私
の
つ

く
っ
た
帝
国
憲
法
を
重
ん
じ
、
臣
民
と
し
て
国
法
に
従
う
こ
と
。
ま
た
、
国
家
に
危
機
が
あ
っ
た
と
き
に
は
一
命
を

な
げ
う
っ
て
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
皇
室
の
発
展
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
天
皇
の
臣
下
で
あ
る
臣
民
が
今
従
順
な
臣
民
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
。
お
ま
え
た
ち
の

祖
先
が
そ
の
よ
う
に
し
て
き
た
か
ら
だ
。
忠
孝
を
第
一
に
思
う
教
え
は
私
の
先
祖
が
遺
し
て
き
た
教
え
で
あ
り
、
そ

の
子
孫
で
あ
る
私
と
私
の
臣
下
で
あ
る
臣
民
は
と
も
に
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
忠
孝
の
教

え
は
今
も
昔
も
正
し
い
し
、
外
国
で
も
正
し
い
道
徳
の
は
ず
だ
。
天
皇
で
あ
る
私
は
私
の
臣
下
で
あ
る
臣
民
と
と
も

に
決
し
て
こ
の
教
え
を
忘
れ
ず
、
だ
れ
も
が
同
じ
忠
孝
の
教
え
を
守
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
〉

〔
参
照
〕

国
民
道
徳
協
会
＝
佐
々
木
盛
雄
に
よ
る
ト
ン
デ
モ
現
代
語
訳

私
は
、
私
達
の
祖
先
が
、
遠
大
な
理
想
の
も
と
に
、
道
義
国
家
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
日
本
の
国
を
お
は
じ
め

に
な
っ
た
も
の
と
信
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
は
忠
孝
両
全
の
道
を
全
う
し
て
、
全
国
民
が
心
を
合
わ
せ
て
努
力

し
た
結
果
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
見
事
な
成
果
を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
も
と
よ
り
日
本
の
す
ぐ
れ
た
国

柄
の
賜
物
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
教
育
の
根
本
も
ま
た
、
道
義
立
国
の
達
成
に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
は
、
子
は
親
に
孝
養
を
尽
く
し
、
兄
弟
・
姉
妹
は
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
い
、
夫
婦
は

な
ん
と
明
治
神
宮
と
か

神
社
庁
と
か
が
こ
の
ト

ン
デ
モ
な
訳
を
使
っ
て

い
る
。
大
笑
い
。



仲
睦
ま
じ
く
解
け
合
い
、
友
人
は
胸
襟
を
開
い
て
信
じ
合
い
、
そ
し
て
自
分
の
言
動
を
慎
み
、
全
て
の
人
々
に
愛

の
手
を
差
し
伸
べ
、
学
問
を
怠
ら
ず
、
職
業
に
専
念
し
、
知
識
を
養
い
、
人
格
を
磨
き
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
社
会

公
共
の
た
め
に
貢
献
し
、
ま
た
、
法
律
や
、
秩
序
を
守
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
非
常
事
態
の
発
生
の
場
合
は
、

真
心
を
捧
げ
て
、
国
の
平
和
と
安
全
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
善
良
な

国
民
と
し
て
の
当
然
の
努
め
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
、
私
達
の
祖
先
が
、
今
日
ま
で
身
を
も
っ
て
示
し
残

さ
れ
た
伝
統
的
美
風
を
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
民
の
歩
む
べ
き
道
は
、
祖
先
の
教
訓
と
し
て
、
私
達
子
孫
の
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
教
え
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
正
し
い
道
で
あ
り
、
ま
た
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
外
国
で

行
っ
て
も
、
間
違
い
の
な
い
道
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
も
ま
た
国
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
祖
父
の
教
え
を
胸
に
抱

い
て
、
立
派
な
日
本
人
と
な
る
よ
う
に
、
心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
史
料
六
】
瀬
高
高
等
小
学
校
の
卒
業
式

瀬
高
高
等
小
学
校
の
開
校
式
（
明
冶
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日

福
岡
日
日
）

瀬
高
高
等
小
学
校
開
校
式

山
門
郡
第
二
瀬
高
高
等
小
学
校
は
校
舎
の
狭
隘
な
る
よ
り
、
去
る
五

月
中
旬
よ
り
増
築
の
工
事
に
取
り
掛
り
、
本
月
初
旬
工
事
竣
功
せ
し
を
以
て
、
去
る
十
九
日
上
棟

式
並
び
に
本
年
学
期
試
験
免
状
授
与
式
を
挙
行
す
。
当
日
は
折
悪
し
く
大
雨
に
て
来
賓
多
か
ず
。

第
一
鐘
の
点
呼
に
て
生
徒
式
場
に
入
る
。
次
に
郡
長
、
町
村
長
、
校
長
等
そ
れ
ぞ
れ
着
席
あ
り
て
、

一
同
立
礼
終
わ
り
て
唱
歌
（
君
が
代
）
、
次
に
学
期
試
験
成
績
の
報
告
あ
り
。
こ
れ
よ
り
第
一
生
よ

り
順
次
修
業
証
及
び
卒
業
証
の
授
与
あ
り
て
、
卒
業
生
唱
歌
（
仰
げ
ば
尊
し
）
、
郡
長
十
時
一
郎
氏

の
祝
詞
朗
読
終
わ
り
て
、
本
校
首
坐
訓
導
中
村
九
郎
氏
の
答
辞
朗
読
あ
り
。
次
に
柳
河
高
等
小
学

校
長
、
上
庄
尋
常
小
学
校
首
坐
訓
導
、
村
長
鬼
又
彦
氏
及
び
同
校
訓
導
宮
本
伯
次
郎
氏
の
詞
朗
読

あ
り
。
唱
歌
（
螢
の
光
）
、
第
二
鐘
の
点
呼
に
て
、
来
賓
及
び
生
徒
は
扣
所
に
入
る
。
こ
の
時
村
氏
は
学

芸
品
陳
列
場
へ
来
賓
を
誘
導
す
。
午
後
一
時
来
賓
悉
皆
宴
席
に
着
く
。
宴
会
の
間
同
校
女
生
徒
を

し
て
酒
間
の
周
旋
を
な
さ
し
め
し
は
、
か
の
普
通
酌
女
の
ご
と
き
野
鄙
の
観
な
く
、
終
始
席
慇
懃
な
り

し
は
、
来
賓
も
い
っ
そ
う
の
愉
快
を
感
じ
て
、
午
後
第
四
時
退
散
さ
れ
た
り
。
続
き
て
日
廿
一
日
の
両

日
は
、
学
芸
品
の
縦
覧
を
許
せ
し
由
。

（
瀬
高
高
等
小
学
校
で
は
校
舎
が
狭
く
な
っ
た
の
で
、
五
月
中
旬
か
ら
増
築
工
事
を
始
め
、
今
月
上
旬
に
工

し
た
。
で
、
十
九
日
に
上
棟
式
と
学
期
試
験
免
状
授
与
式
を
開
催
し
た
。
天
気
が
悪
か
っ
た
の
で
、
来
は
少

な
か
っ
た
。
ま
ず
第
一
の
鐘
で
、
生
徒
が
式
場
に
入
り
、
次
い
で
郡
長
、
町
村
長
、
校
長
な
ど
が
着
す
る
。

一
同
起
立
し
て
唱
歌
「
君
が
代
」
、
次
に
学
期
試
験
の
成
績
報
告
、
そ
し
て
一
年
生
か
ら
順
番
に
終
業
証
と

卒
業
証
の
授
与
が
あ
っ
て
、
卒
業
生
に
よ
る
唱
歌
「
仰
げ
ば
尊
し
」
、
そ
の
後
郡
長
の
祝
辞
、
中
村
首
坐
教

員
の
答
辞
、
村
長
、
教
員
の
祝
辞
、
唱
歌
「
蛍
の
光
」
と
進
ん
だ
。
第
二
の
鐘
が
鳴
っ
て
生
徒
控
え
室
に
入

る
。
中
村
首
坐
教
員
は
来
賓
を
学
芸
品
陳
列
場
に
案
内
す
る
。
午
後
一
時
に
な
る
と
来
賓
は
席
に
着
く
。
女

生
徒
に
酒
席
の
接
待
を
さ
せ
た
ら
礼
儀
正
し
く
て
、
い
わ
ゆ
る
酌
女
み
た
い
に
下
品
で
は
か
っ
た
の
で
み
ん

な
喜
ん
で
帰
っ
た
。
）

【
史
料
七
】

小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
（
明
治
二
十
四
年
六
月
十
七
日

文
部
省
令
第
四
号
）

第
一
条

紀
元
節
、
天
長
節
、
元
始
祭
、
神
嘗
祭
及
新
嘗
祭
ノ
日
ニ
於
テ
ハ
学
校
長
、
教
員
及
生
徒
一
同
式
場
ニ
参
集

シ
テ
左
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
ヘ
シ



一
学
校
長
教
員
及
生
徒

天
皇
陛
下
及

皇
后
陛
下
ノ

御
影
ニ
対
シ
奉
リ
最
敬
礼
ヲ
行
ヒ
且

両
陛
下
ノ
万
歳
ヲ
奉
祝
ス

但
未
タ

御
影
ヲ
拝
戴
セ
サ
ル
学
校
ニ
於
テ
ハ
本
文
前
段
ノ
式
ヲ
省
ク

二
学
校
長
若
ク
ハ
教
員
、
教
育
ニ
関
ス
ル 

勅
語
ヲ
奉
読
ス

三
学
校
長
若
ク
ハ
教
員
、
恭
シ
ク
教
育
ニ
関
ス
ル

勅
語
ニ
基
キ

聖
意
ノ
在
ル
所
ヲ
誨
告
シ
又
ハ

歴
代
天
皇
ノ

盛
徳

鴻
業
ヲ
叙
シ
若
ク
ハ
祝
日
大
祭
日
ノ
由
来
ヲ
叙
ス
ル
等
其
祝
日
大
祭
日
ニ
相
応
ス
ル
演

説
ヲ
為
シ
忠
君
愛
国
ノ
志
気
ヲ
涵
養
セ
ン
コ
ト
ヲ
務
ム

四
学
校
長
、
教
員
及
生
徒
、
其
祝
日
大
祭
日
ニ
相
応
ス
ル
唱
歌
ヲ
合
唱
ス

第
二
条

孝
明
天
皇
祭
、
春
季
皇
霊
祭
、
神
武
天
皇
祭
及
秋
季
皇
霊
祭
ノ
日
ニ
於
テ
ハ
学
校
長
、
教
員
及
生
徒
一
同
式

場
ニ
参
集
シ
テ
第
一
条
第
三
款
及
第
四
款
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
ヘ
シ

第
三
条

一
月
一
日
ニ
於
テ
ハ
学
校
長
、
教
員
及
生
徒
一
同
式
場
ニ
参
集
シ
テ
第
一
条
第
一
款
及
第
四
款
ノ
儀
式
ヲ
行

フ
ヘ
シ

第
四
条

第
一
条
ニ
掲
ク
ル
祝
日
大
祭
日
ニ
於
テ
ハ
便
宜
ニ
従
ヒ
学
校
長
及
教
員
、
生
徒
ヲ
率
ヰ
テ
体
操
場
ニ
臨
ミ
若

ク
ハ
野
外
ニ
出
テ
遊
戯
体
操
ヲ
行
フ
等
生
徒
ノ
心
情
ヲ
シ
テ
快
活
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
務
ム
ヘ
シ

第
五
条

市
町
村
長
其
他
学
事
ニ
関
係
ア
ル
市
町
村
吏
員
ハ
成
ル
ヘ
ク
祝
日
大
祭
日
ノ
儀
式
ニ
列
ス
ヘ
シ

第
六
条
式
場
ノ
都
合
ヲ
計
リ
生
徒
ノ
父
母
親
戚
及
其
他
市
町
村
住
民
ヲ
シ
テ
祝
日
大
祭
日
ノ
儀
式
ヲ
参
観
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
七
条

祝
日
大
祭
日
ニ
於
テ
生
徒
ニ
茶
菓
又
ハ
教
育
上
ニ
裨
益
ア
ル
絵
画
等
ヲ
与
フ
ル
ハ
妨
ナ
シ

第
八
条

祝
日
大
祭
日
ノ
儀
式
ニ
関
ス
ル
次
第
等
ハ
府
県
知
事
之
ヲ
規
定
ス
ヘ
シ

【
史
料
八
】
小
学
校
ニ
於
テ
祝
日
大
祭
日
儀
式
ニ
用
フ
ル
歌
詞
及
楽
譜
ノ
件
（
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日
）

従
来
祝
日
大
祭
日
ノ
儀
式
ニ
用
フ
ル
目
的
ヲ
以
テ
著
作
シ
タ
ル
歌
詞
及
楽
譜
ニ
乏
シ
ク
儀
式
施
行
ノ
際
不
便
尠
ナ
カ
ラ

サ
ル
ヘ
ク
ト
存
候
先
ツ
文
部
省
及
東
京
音
楽
学
校
ノ
編
纂
ニ
係
ル
唱
歌
中
ノ
歌
詞
及
楽
譜
ニ
シ
テ
右
儀
式
ヲ
行
ウ
ノ
際

唱
歌
用
ニ
供
シ
差
支
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
挙
ケ
〈
以
下
略
〉

（
別
紙
）

歌
曲

書
目

我

大

君

文
部
省
音
楽
取
調
掛
編
纂

幼
稚
園
唱
歌
集

君

が

代

同

小
学
唱
歌
集
初
編

〈
中
略
〉

君
が
代
の
初
春

東
京
音
楽
学
校
編
纂

中
等
唱
歌
集

紀

元

節

同

同

天

長

節

同

同

君

が

代

同

同

【
史
料
九
】
明
治
二
十
六
年
文
部
省
告
示
「
小
学
校
儀
式
唱
歌
用
歌
詞
並
楽
譜
」
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
唱
歌

◎
君
が
代

古
歌

林

広
守
作
曲

君
が
代
は
、
ち
よ
に
や
ち
よ
に
、
さ
ゞ
れ
い
し
の
、
巌
と
な
り
て
、
こ
け
の
む
す
ま
で
。

◎
勅
語
奉
答

勝

安
芳
作
歌

小
山
作
之
助
作
曲

◎
一
月
一
日

千
家

尊
福
作
歌

上

真
行
作
曲

◎
元
始
祭
（
一
月
三
日
に
天
皇
が
天
地
の
神
々
と
歴
代
天
皇
を
ま
つ
る
）

テ
ー
マ
ソ
ン

グ
だ



鈴
木

重
嶺
作
歌

芝

葛
鎮
作
曲

◎
紀
元
節
（
二
月
十
一
日
）

高
崎

正
風
作
歌

伊
沢

修
二
作
曲

◎
神
嘗
祭
（
十
月
十
七
日

穀
物
を
伊
勢
神
宮
に
奉
納
す
る
）

木
村

正
辞
作
歌

辻

高
節
作
曲

◎
天
長
節
（
十
一
月
三
日
）

黒
川

真
頼
作
歌

奥

好
義
作
曲

◎
新
嘗
祭
（
十
一
月
二
十
三
日

天
皇
が
穀
物
を
神
に
備
え
て
自
分
も
食
べ
る
）

小
中
村
清
矩
作
歌

辻

高
節
作
曲

【
史
料
一
〇
】

総
理
大
臣

新
憲
法
の
発
効
を
も
つ
て
日
本
に
は
人
民
の
意
思
の
自
由
な
表
現
に
よ
る
民
主
主
義
的
諸
原
則
の
上
に
確
立
さ
れ
た

一
政
府
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
政
府
は
今
や
主
権
を
有
す
る
人
民
に
十
分
な
責
任
を
も
つ
対
等
の
国
権

機
関
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
人
類
の
自
由
の
神
聖
を
表
現
ま
た
擁
護
す
る
と
共
に
人
類
間
の
恒
久

平
和
の
促
進
に
貢
献
す
る
こ
と
ゝ
な
ろ
う
。

幾
多
の
事
件
を
経
て
可
能
と
な
つ
た
民
主
主
義
的
自
由
の
こ
の
歴
史
的
高
揚
を
し
る
す
た
め
に
、
予
は
今
後
日
本
の

国
旗
を
日
本
国
民
に
復
活
さ
せ
、
立
憲
政
治
の
三
主
要
部
門
た
る
国
会
、
最
高
裁
判
所
、
首
相
官
邸
並
び
に
国
家
及
び

国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
立
憲
的
役
割
を
果
す
天
皇
の
住
居
の
内
と
上
空
に
自
由
に
掲
げ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
信

ず
る
。

こ
の
国
旗
を
掲
げ
て
、
個
人
の
自
主
、
個
人
の
尊
厳
、
寛
容
、
正
義
に
も
と
づ
く
新
た
な
恒
久
平
和
の
時
代
が
日
本

の
国
民
生
活
に
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
た
ら
し
め
よ
。

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ツ
カ
ー
サ
ー

（
讀
賣
新
聞
訳
）

【
史
料
一
一
】

新
た
な
自
由
と
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
国
旗
「
日
の
丸
」
を
広
く
県
下
の
隅
々
に
ま
で
広
め
よ
う
と
県
教
職
員

組
合
県
学
校
生
活
協
同
組
合
で
は
県
教
育
委
員
会
、
民
主
政
治
普
及
会
な
ど
の
協
賛
の
も
と
に
本
月
中
に
「
日
の
丸
」

を
県
下
一
般
に
売
出
す
、
同
教
組
で
は
「
日
の
丸
」
を
所
有
し
て
い
な
い
家
庭
が
県
下
で
十
数
万
戸
と
み
て
お
り
一
戸

必
ず
一
旗
を
め
ざ
し
て
い
る
、
生
地
は
ミ
ツ
マ
タ
繊
維
の
布
―
―

（
「
『
日
の
丸
』
を
普
及

県
教
組
が
売
出
し
」
『
高
知
新
聞
』
昭
和

年

月

日
付
）

24

5

23

【
史
料
一
二
】

文
化
の
日
そ
の
他
国
民
の
祝
日
は
よ
り
よ
き
社
会
、
よ
り
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
に
国
民
こ
ぞ
つ
て
い
感
謝
し
、

か
つ
記
念
す
る
日
と
し
て
国
民
自
ら
定
め
た
日
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
各
学
校
に
お
い
て
は
学
生
、
生
徒
、
児
童
に
対

し
こ
れ
ら
の
祝
日
の
意
義
を
徹
底
さ
せ
進
ん
で
国
家
お
よ
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
自
覚
を
深
く
さ
せ
る
こ
と
は
極

め
て
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
た
め
各
学
校
で
は
訓
話
、
講
演
会
、
学
芸
会
、
展
覧
会
、
運
動
会
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
特
色
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
催
さ
れ
る
事
と
は
思
い
ま
す
が
そ
の
際
国
旗
を
掲
揚
し
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
も
ま

た
望
ま
し
い
事
と
考
え
ま
す
、
ま
た
各
官
庁
、
家
庭
に
お
い
て
も
是
非
と
も
こ
れ
ら
の
祝
日
に
は
国
旗
を
掲
揚
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す

（
「
国
旗
と
国
歌
を

祝
日
の
学
校
・
職
場
へ
‥
文
相
談
話
」
『
讀
賣
新
聞
』1950.10.18

）



【
史
料
一
三
】
全
国
都
道
府
県
教
育
長
協
議
会
総
会
に
お
け
る
天
野
貞
祐
文
相
発
言

私
は
も
と
の
修
身
の
よ
う
な
教
科
は
不
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
が
最
近
の
実
情
を
熟
慮
し
た
結
果
こ
れ
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
よ
う
に
な
つ
た
、
地
方
を
歩
い
て
み
る
と
教
育
関
係
の
法
令
は
い
ろ
い
ろ
整
つ
て
き
た
が
こ
れ
に
そ
な
わ
る
な

い
よ
う
が
な
い
の
で
教
育
者
の
修
身
復
興
の
要
望
が
非
常
に
強
い
の
で
教
育
勅
語
に
代
る
教
育
要
綱
と
い
つ
た
も
の
を

決
め
た
い
と
思
う

（
「
修
身
復
活

文
相
ほ
の
め
か
す
」『
讀
賣
新
聞
』195011.7

）

【
史
料
一
二
】

･
･
･

一
方
、
日
教
組
宮
之
原
書
記
長
は
い
う
。
「
日
教
組
は
、
日
の
丸
を
国
旗
と
し
て
否
定
す
る
と
い
う
運
動
は
行
な

っ
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
日
の
丸
に
は
、
悪
夢
の
よ
う
な
戦
争
の
思
い
出
が
ま
つ
わ
っ
て
お
り
、

わ
れ
わ
れ
は
、
日
の
丸
掲
揚
を
、
国
家
主
義
的
な
行
事
と
結
び
つ
け
て
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
だ
。
最

近
、
沖
縄
住
民
が
祝
祭
日
に
日
の
丸
掲
揚
を
許
さ
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
の
教
員
組
合
が
祝
杯
を
あ
げ
た
と
い
う
が
、
祖

国
復
帰
を
願
う
喜
び
が
日
の
丸
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
こ
の
よ
う
な
民
族
感
情
は
十
分
肯
定
す
る
。
し
か
し
、
君
が
代

に
は
、
新
し
い
憲
法
に
基
づ
い
た
国
歌
と
し
て
意
義
が
あ
る
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
皇
室
賛
美
を
軸
と
し
た
国
家
主
義

の
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
の
国
民
感
情
に
基
づ
い
た
、
全
国
民
の
歌
え
る
国
歌
を
つ
く
れ
、
と
い
う
の
が
日
教

組
の
主
張
な
の
だ
」
（
「
日
の
丸
と
君
が
代
㊦
」『
朝
日
新
聞
』1961.9.19

）

【
史
料
一
三
】
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

（
国
旗
）

第
一
条

国
旗
は
、
日
章
旗
と
す
る
。

２

日
章
旗
の
制
式
は
、
別
記
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
国
歌
）

第
二
条

国
歌
は
、
君
が
代
と
す
る
。

２

君
が
代
の
歌
詞
及
び
楽
曲
は
、
別
記
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
商
船
規
則
の
廃
止
）

２

商
船
規
則
（
明
治
三
年
太
政
官
布
告
第
五
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

【
史
料
一
四
】
幕
府
触
書
（
嘉
永
七
年
七
月
九
日
）

大
船
製
造
ニ
付
而
ハ
。
異
国
船
ニ
不
紛
様
日
本
惣
船
印
ハ
。
白
地
日
之
丸
幟
相
用
候
様
。
被
仰
出
候
。･

･
･

〈
以
下
略
〉

（
大
き
な
船
を
造
る
と
外
国
の
船
と
区
別
す
る
た
め
に
日
本
の
船
は
す
べ
て
白
地
に
日
の
丸
の
幟
を
使
う
よ
う
に
と
の

こ
と
で
あ
る
）

【
史
料
一
五
】
商
船
規
則
（
明
治
三
年
一
月
）

西
洋
形
商
船
買
入
之
義
ニ
付
先
般
相
触
置
候
趣
モ
有
之
軍
艦
ヲ
除
之
外
在
来
日
本
製
造
之
船
ハ
勿
論
西
洋
形
商
船
ニ
至

迄
總
而
民
部
省
中
通
商
司
之
管
轄
ニ
被

仰
付
候
条･

･
･
･

〈
以
下
略
〉

（
別
紙
）

規

則

一
西
洋
形
商
船
買
入
度
モ
ノ
ハ
其
旨
開
港
場
運
上
所
江
可
願
出
其
上
船
之
善
悪
新
古
検
閲
之
上
免
許
差
遣
可
申
事

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
御
国
旗
之
事

右
ハ
決
而
取
外
シ
候
事
不
相
成
附
属
之
艀
舟
ニ
至
迄
必
可
挙
置
事

一
毎
朝
西
洋
時
規
第
八
字
ニ
引
揚
ケ
夕
方
ハ
日
没
迄
ヲ
限
引
卸
ス
ヘ
キ
事



但
右
御
国
旗
引
揚
無
之
節
ハ
海
賊
船
之
取
扱
請
候
而
モ
申
訳
ナ
キ
事
万
国
普
通
之
公
法
タ
ル
事

一
御
国
旗
之
寸
法
別
紙
之
通
ニ
候
事

、
、
、
、

但
し
大
旗
ハ
祝
日
ニ
引
揚
平
日
ハ
小
旗
引
揚
ケ
風
雨
晦
瞑
之
節
ハ
小
旗
迄
引
卸
置
不
苦
候
事

祝
日正

月
朔
日

正
月
十
五
日

三
月
三
日

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

五
月
五
日

七
月
七
日

七
月
十
五
日

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

八
月
朔
日

九
月
九
日

九
月
廿
二
日

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

〈
中
略
〉


